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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年5月23日(2013.5.23)

【公表番号】特表2010-511017(P2010-511017A)
【公表日】平成22年4月8日(2010.4.8)
【年通号数】公開・登録公報2010-014
【出願番号】特願2009-538722(P2009-538722)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 233/25     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 233/75     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/61     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ  15/00    ＣＳＰＡ
   Ｃ０７Ｃ 233/25    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 233/75    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 233/61    １０３　
   Ｂ０１Ｊ  31/22    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年4月2日(2013.4.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　触媒作用のための式（Ｉ）
【化１】

［式中、
Ｌは中性配位子であり、
Ｘ、Ｘ’は陰イオン配位子であり、
Ｒ1およびＲ2はそれぞれ独立して、Ｃ1～Ｃ6ペルハロゲン化アルキル、アルデヒド、ケト
ン、エステル、アミド、ニトリル、場合により置換されるアリール、アルキルピリジニウ
ム、ペルハロゲン化アルキルピリジニウムもしくは場合により置換されるＣ5～Ｃ6シクロ
ヘキシル、ＣnＨ2nＹもしくはＣnＦ2nＹ基［式中、ｎは１～６からなり、イオンマーカー
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Ｙは次式：
【化２】

からなる群から選択される］であり、
Ｒ2は水素またはＣ1～Ｃ6アルキルでもあり得、
化合物が式（Ｉ）である場合は、Ｒ1が式（Ｉbis）
【化３】

の基であり得、
Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ6アルキルまたはＣ5～Ｃ6シクロアルキルまたはＣ5～Ｃ6アリールであり
、
Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11はそれぞれ独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ6ペルハロゲン化アルキル、またはＣ5～Ｃ6アリールであり、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ1

1は複素環を形成し得、
Ｘ1は陰イオン、すなわちハロゲン、テトラフルオロホウ酸イオン（［ＢＦ4］

-）、［テ
トラキス‐（３，５‐ビス‐（トリフルオロメチル）‐フェニル）ホウ酸イオン］（［Ｂ
ＡＲＦ］-）、ヘキサフルオロリン酸イオン（［ＰＦ6］

-）、ヘキサフルオロアンチモン
酸イオン（［ＳｂＦ6］

-）、ヘキサフルオロ砒酸イオン（［ＡｓＦ6］
-）、トリフルオロ

メチルスルホン酸イオン（［ＣＦ3］2Ｎ）-）であり、
Ｒ1およびＲ2は、それぞれが結合するＮおよびＣと一緒になって、次式

【化４】

［式中、ｈａｌはハロゲンであり、Ｒ12は、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルもしくはＣ5～Ｃ6シ
クロアルキル、またはＣ5～Ｃ6アリールである］
の複素環を形成し得る］
の化合物。
【請求項２】
　ＬがＰ（Ｒ13）3［式中、Ｒ13は、Ｃ1～Ｃ6アルキルもしくはアリールまたはＣ5～Ｃ6
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シクロアルキルである］であることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｌが、式７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄまたは７ｅ
【化５】

［式中、
ｎ1は０、１、２、３であり、
Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25、Ｒ26、Ｒ
27、Ｒ28はそれぞれ独立して、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ３～Ｃ20シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ2

0アルケニル、ナフチル、アントラセンまたはフェニルであり、前記フェニルは、Ｃ1～Ｃ

6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびハロゲンの中から選択される最高５つの群から置
換され得、Ｒ16およびＲ17ならびにＲ26およびＲ27は、３員、４員、５員、６員、７員の
環を形成し得、Ｒ28は独立して、連結した６員の芳香族環を形成し得る］
の配位子であることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　ＬがＰＣｙ3であり、Ｃｙがシクロヘキシルであるか、あるいはＬが式７ａまたは７ｂ
の配位子であり、
Ｘが塩素であり、
Ｘ’が塩素である
ことを特徴とする、請求項２または３に記載の化合物。
【請求項５】
　式（Ｉ）［式中、Ｒ1はＣＦ3、Ｃ6Ｆ5、ｐＮＯ2Ｃ6Ｈ4からなる群から選択される］に
対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　式（Ｉ）［式中、Ｒ1はＣＦ3である］に対応することを特徴とする、請求項５に記載の
化合物。
【請求項７】
　式１ｂ

【化６】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項８】
　式１ｃ



(4) JP 2010-511017 A5 2013.5.23

【化７】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項９】
　式１ｄ

【化８】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１０】
　式１ｅ

【化９】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１１】
　式１ｆ
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【化１０】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１２】
　式１ｇ

【化１１】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１３】
　式１ｈ

【化１２】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１４】
　式１ｉ



(6) JP 2010-511017 A5 2013.5.23

【化１３】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１５】
　式１ｊ

【化１４】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１６】
　式１ｋ

【化１５】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１７】
　式１１
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【化１６】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１８】
　式１２

【化１７】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項１９】
　式１３

【化１８】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項２０】
　式１４
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【化１９】

に対応することを特徴とする、請求項４に記載の化合物。
【請求項２１】
　請求項１から２０までのいずれか１項に記載の化合物の合成方法であって、４‐イソプ
ロポキシ‐３‐ビニルアニリンとアシル基を有する化合物とを反応させてアミド配位子を
得る第１段階と、前記アミド配位子を式（ＩＩＩ）

【化２０】

の化合物と反応させる第２段階とからなることを特徴とする方法。
【請求項２２】
　式（ＩＩＩ）の前記化合物が、グラブス予備触媒（２ｂ）またはノラン予備触媒（２ｃ
）であることを特徴とする、請求項２１に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　本発明により達成されるこれらの目的は、式（Ｉ）または（ＩＩ）
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【化４】

［式中、
Ｌは中性配位子であり、
Ｘ、Ｘ’は陰イオン配位子であり、
Ｒ1およびＲ2はそれぞれ独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ペルハロゲン化ア
ルキル、アルデヒド、ケトン、エステル、アミド、ニトリル、場合により置換されるアリ
ール、アルキルピリジニウム、ペルハロゲン化アルキルピリジニウムもしくは場合により
置換されるＣ5～Ｃ6シクロヘキシル、ＣnＨ2nＹもしくはＣnＦ2nＹ基［式中、ｎは１～６
からなり、Ｙはイオンマーカー、または次式：

【化５】

の基であり］、
化合物が式（Ｉ）である場合は、Ｒ1が式（Ｉｂｉｓ）
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【化６】

の基であり得、
あるいは化合物が式（ＩＩ）である場合は、Ｒ1が式（ＩＩｂｉｓ）

【化７】

の基であり得、
Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ6アルキルまたはＣ5～Ｃ6シクロアルキルまたはＣ5～Ｃ6アリールであり
、
Ｒ0、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11はそれぞれ独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6

アルキル、Ｃ1～Ｃ6ペルハロゲン化アルキル、またはＣ5～Ｃ6アリールであり、Ｒ9、Ｒ1

0、Ｒ11は複素環を形成し得、
Ｘ1は陰イオン、すなわちハロゲン、テトラフルオロホウ酸イオン（［ＢＦ4］

-）、［テ
トラキス－（３，５－ビス－（トリフルオロメチル）－フェニル）ホウ酸イオン］（［Ｂ
ＡＲＦ］-）、ヘキサフルオロリン酸イオン（［ＰＦ6］

-）、ヘキサフルオロアンチモン
酸イオン（［ＳｂＦ6］

-）、ヘキサフルオロ砒酸イオン（［ＡｓＦ6］
-）、トリフルオロ

メチルスルホン酸イオン（［ＣＦ3］2Ｎ）-）であり、
Ｒ1およびＲ2は、それぞれが結合するＮおよびＣと一緒になって、次式

【化８】

［式中、ｈａｌはハロゲンであり、Ｒ12は、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルもしくはＣ5～Ｃ6シ
クロアルキル、またはＣ5～Ｃ6アリールである］
の複素環を形成し得る］
のすべての化合物に関する。
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